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新
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
建
設
に

つ
い
て
、
市
の
福
祉
行
政
と
の
か

か
わ
り
、
周
辺
に
及
ぼ
す
影
響
な

ど
、
次
の
よ
う
な
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

質�

問
…
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
と
市

の
医
療
機
関
と
の
連
携
の
あ
り

方
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、ま
た
、

鎌
倉
市
は
そ
の
連
携
に
ど
う
か

か
わ
っ
て
い
く
の
か
。

部�

長
…
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
受

け
入
れ
、
市
内
の
医
療
機
関
と

の
間
で
患
者
を
相
互
に
送
る
な

ど
連
携
が
図
ら
れ
て
お
り
、
市

民
の
健
康
を
担
う
医
療
機
関
と

し
て
定
着
し
て
い
る
。

　

�　
移
転
を
機
に
、
高
度
な
医
療

技
術
が
導
入
さ
れ
、
新
病
院
を

中
心
と
し
た
地
域
連
携
が
さ
ら

に
充
実
し
て
い
く
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
市
で
は
、
地
域
連
携

は
市
民
の
健
康
を
守
る
上
で
も

重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
さ
ら

な
る
地
域
連
携
の
充
実
を
目
指

し
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い

く
。

質�

問
…
大
規
模
災
害
発
生
時
に
頼

り
に
す
る
の
は
市
内
の
医
療
機

関
だ
が
、
市
の
医
療
機
関
と
の

連
携
の
中
で
、
湘
南
鎌
倉
総
合

病
院
の
位
置
付
け
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

部�

長
…
市
は
、
大
規
模
災
害
発
生

時
の
医
療
救
護
活
動
に
つ
い

て
、
鎌
倉
市
医
師
会
等
と
協
定

を
結
び
、
救
護
所
へ
の
医
師
の

派
遣
な
ど
の
体
制
を
整
え
て
い

る
。湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
で
は
、

災
害
発
生
時
に
全
国
各
地
か
ら

人
材
が
集
ま
り
、
病
院
を
運
営

で
き
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い

る
た
め
、
特
に
被
災
し
た
重
篤

な
傷
病
者
を
中
心
に
受
け
入
れ

を
期
待
し
て
お
り
、
連
携
に
つ

い
て
十
分
に
協
議
を
進
め
た
い
。

質�

問
…
新
病
院
開
設
後
の
交
通
量

の
変
化
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

調
査
の
必
要
性
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

部�

長
…
新
病
院
開
設
に
伴
い
交
通

量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
周
辺
交
差
点
の
交
通
量

調
査
を
実
施
し
、
評
価
分
析
を

行
う
予
定
だ
。

質�

問
…
新
病
院
前
の
道
路
に
お
け

る
歩
行
者
の
安
全
確
保
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

部�

長
…
新
病
院
側
は
、
病
院
の
協

力
に
よ
り
、
横
断
防
止
柵
が
設

置
さ
れ
、
歩
行
空
間
が
確
保
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
市
で
は
、
市

道
に
あ
る
既
設
の
歩
道
に
、
今

年
度
横
断
防
止
柵
を
設
置
す
る

予
定
だ
。

質�

問
…
新
病
院
前
の
三
差
路
は
現

在
で
も
見
通
し
が
悪
い
。
歩
行

者
の
安
全
確
保
や
対
面
す
る
自

動
車
同
士
の
事
故
防
止
の
た
め

に
、
信
号
機
を
設
置
す
る
な
ど

の
安
全
対
策
が
必
要
だ
が
ど
う

か
。

新病院前三差路

部�

長
…
病
院
の
開
設
に
合
わ
せ
た

設
置
を
大
船
警
察
署
か
ら
県
警

本
部
に
上
申
し
て
い
る
が
、
現

時
点
で
は
、
開
設
に
合
わ
せ
た

設
置
は
難
し
い
状
況
と
聞
い
て

い
る
。
改
め
て
設
置
を
要
望
し

た
と
こ
ろ
、
平
成
二
十
三
年
度

中
に
は
対
応
予
定
と
の
こ
と
な

の
で
、
早
期
に
調
整
を
進
め
た

い
。

質�

問
…
新
病
院
へ
自
家
用
車
で
向

か
う
場
合
、
大
型
商
業
施
設
前

の
渋
滞
を
避
け
て
柏
尾
川
沿
い

の
岡
本
市
営
住
宅
前
交
差
点
か

ら
入
る
こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ

る
。
道
幅
が
狭
く
、
見
通
し
が

悪
い
こ
の
交
差
点
は
改
良
す
べ

き
で
あ
る
が
、
そ
の
考
え
は
あ

る
か
。

岡本市営住宅前交差点

部�

長
…
こ
の
交
差
点
の
改
良
は
、

周
辺
道
路
の
よ
り
円
滑
な
交
通

と
安
全
確
保
の
た
め
に
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
平
成
二
十
三
年
度
の
事
業

化
に
向
け
て
、
警
察
、
県
等
の

関
係
機
関
と
協
議
を
行
っ
て
い

る
。　

　

�　
現
段
階
で
は
、
交
差
点
手
前

の
急
な
カ
ー
ブ
を
緩
和
し
、
道

路
を
ほ
ぼ
直
角
に
交
差
さ
せ
た

交
差
点
と
し
、
併
せ
て
信
号
機

を
設
置
す
る
計
画
で
進
め
て
い

る
。
今
後
、
計
画
の
詳
細
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
が
決
ま
っ
た
段

階
で
、
地
元
等
へ
も
説
明
し
、

理
解
を
得
た
上
で
来
年
度
の
実

施
を
目
指
し
た
い
。

�

（
健
康
福
祉
部
・
都
市
整
備
部
）

　

職
員
の
人
件
費
と
職
場
環
境
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
視
点
か
ら

質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
職
員
の
人
件
費
に
つ
い
て
】

質�

問
…
職
員
給
与
に
つ
い
て
調
べ

て
み
た
と
こ
ろ
、
あ
る
週
刊
誌

に
、
地
方
公
務
員
平
均
給
与
月

額
の
ト
ッ
プ
が
鎌
倉
市
で
あ
る

と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
市

で
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い

る
か
。

部�

長
…
こ
の
記
事
は
、
総
務
省
が

全
国
の
自
治
体
を
対
象
に
、
全

職
員
の
昨
年
四
月
分
の
給
料
及

び
超
過
勤
務
手
当
等
、
諸
手
当

の
支
給
額
を
調
査
し
、
職
員
一

人
あ
た
り
の
平
均
給
与
額
を
算

出
し
た
「
平
成
二
十
一
年
度
地

方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
」
に

基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
本
市

の
職
員
給
与
は
高
い
水
準
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

�　
そ
の
後
、
住
居
手
当
や
超
過

勤
務
手
当
な
ど
に
つ
い
て
抑
制

施
策
を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ

だ
が
、
今
後
も
国
家
公
務
員
や

他
の
自
治
体
職
員
、
民
間
事
業

所
と
の
均
衡
を
考
え
、
給
与
の

適
正
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質�

問
…
「
給
与
」
と
い
う
の
は
給

料
プ
ラ
ス
諸
手
当
の
こ
と
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
給
料
に
つ
い

て
は
、
鎌
倉
市
は
全
国
四
十
七

番
目
だ
が
、
も
う
一
方
の
諸
手

当
の
部
分
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
て

い
る
。
昨
年
十
二
月
に
住
居
手

当
の
引
き
下
げ
を
行
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
高
い

水
準
に
あ
る
。
削
減
に
向
け
た

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

部�

長
…
今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
た
点
と
し
て
、
諸
手
当
の

部
分
、
特
に
住
居
手
当
が
高
い

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
住
居
手

当
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の
と

お
り
、昨
年
の
十
二
月
に
既
に
、

引
き
下
げ
を
行
っ
て
い
る
が
、

や
は
り
高
い
水
準
に
あ
る
た

め
、
今
後
も
、
他
市
と
の
比
較

な
ど
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
適

正
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質�

問
…
超
過
勤
務
手
当
に
つ
い
て

も
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
れ

も
全
国
五
位
と
い
う
こ
と
で
高

い
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

部�

長
…
超
過
勤
務
手
当
に
つ
い
て

は
、
削
減
に
向
け
て
、
昨
年
十

二
月
、
人
事
管
理
の
一
環
と
し

て
、
管
理
職
に
よ
る
超
過
勤
務

の
事
前
確
認
の
制
度
化
を
行
っ

た
結
果
、
十
二
月
か
ら
三
月
ま

で
の
四
カ
月
間
の
実
績
が
、
前

年
同
月
比
で
十
三
％
、
金
額
に

し
て
約
三
千
八
百
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
る
。

　

�　
こ
れ
か
ら
も
、
日
常
的
な
業

務
の
見
直
し
や
事
務
事
業
の
精

査
に
よ
り
、
総
合
的
に
超
過
勤

務
を
削
減
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

【
職
場
環
境
に
つ
い
て
】

質�

問
…
庁
舎
内
の
設
備
に
つ
い

て
、
月
曜
日
に
水
道
栓
を
開
く

と
赤
さ
び
が
出
て
水
が
飲
め
な

い
な
ど
、
非
常
に
環
境
が
悪
い

と
い
う
こ
と
が
昔
か
ら
言
わ
れ

て
い
る
。
設
備
面
に
つ
い
て
、

何
か
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

部�

長
…
本
庁
舎
は
昭
和
四
十
四
年

の
竣
工
で
あ
り
、
す
で
に
四
十

年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
た

め
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
二
十

七
年
度
に
か
け
て
給
排
水
設
備

等
の
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い

る
。

　

�　
二
十
一
年
度
ま
で
に
共
通
部

分
の
冷
暖
房
設
備
、電
気
設
備
、

受
水
槽
の
改
修
工
事
を
行
っ
て

き
て
お
り
、
来
年
度
以
降
は
各

フ
ロ
ア
の
電
気
・
給
排
水
設
備

改
修
工
事
を
実
施
す
る
予
定
だ
。

質�

問
…
庁
内
を
歩
い
て
み
る
と
執

務
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
が
目
立
つ

と
感
じ
ら
れ
る
。
仕
事
の
能
率

の
面
か
ら
も
、
職
員
が
も
う
少

し
快
適
に
業
務
を
行
え
る
よ
う

な
職
場
環
境
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

部�

長
…
本
庁
舎
の
ス
ペ
ー
ス
不
足

に
つ
い
て
は
非
常
に
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

�　
敷
地
と
建
物
自
体
は
限
界
で

あ
る
が
、
執
務
ス
ペ
ー
ス
を
少

し
で
も
増
や
す
た
め
、
縦
型
の

壁
面
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
入
れ
る

な
ど
、
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
る
工

夫
を
一
歩
一
歩
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。

�
（
総
務
部
・
経
営
企
画
部
）

新
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
建
設
に
つ
い
て

職
員
の
人
件
費
等
と�

職
場
環
境
に
つ
い
て

　鎌倉市と藤沢市の市境に製薬の新研究所が建設されている。この施設内には実験動物焼
却施設（最大で日量0.9トン焼却可能）の設置が計画されている。住宅密集地に近接して
いることから、近隣住民は環境面・健康面に不安を感じている。
　現在、実験動物焼却施設の設置規制は、直接的な法律の定めがない。1994年８月12日の
厚生省生活衛生局水道環境部環境整備課長通知により、実験動物が一般廃棄物とされてい
ることから、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第８条、一般廃棄物処理施設の許可に規
定された「都道府県知事の許可」を受けることによって、実験動物焼却施設の設置が可能
となる。この状況下では、実験動物焼却施設が住宅密集地に設置され、近隣住民へ精神的
苦痛を与え、紛争などにつながる可能性が否定できない。そのため、実験動物焼却施設の
設置規制を定める法整備が早急に求められる。
　法整備に当たっては、「生活の場で生きていたものを燃やす」施設である火葬場に関す
る法律や、民間事業者の実験動物焼却施設にかかわる自治体の指導指針・要綱に定められ
ている項目を準用すべきである。つまり「実験動物焼却施設については行政区にかかわら
ず、300メートル範囲内の土地に住む人や事業者に計画を説明し、その後同意書を作成、
許可権者に提出しなければならない」というものである。
　今後、動物を製薬などの実験に使用し、焼却することは回避できないため、以上のよう
な設置規制を法で定めることにより、近隣住民がこうむる精神的苦痛が回避されると判断
する。
　よって、鎌倉市議会は、実験動物焼却施設の設置規制について法の整備を強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　平成22年６月25日
� 鎌　　倉　　市　　議　　会

実験動物焼却施設の設置規制について
法の整備を求めることに関する意見書

鎌倉市議会からのお知らせ
◆かまくら議会だより　音声版・点訳版のご案内
　�「かまくら議会だより」は、鎌倉朗読・録音奉仕会と鎌倉市点訳赤十字奉仕団のご協力により、
音声版（収録テープ）と点訳版を作成しています。ご希望の方は議会事務局�議事調査担当まで
お問い合わせください。

◆請願・陳情の出し方
　�市民の皆さんの意見・要望を、市議会を通して行政に反映させる制度として請願と陳情がありま
す。提出に当たっては、所定の様式があるため、事前に議会事務局議事調査担当までお問い合わ
せください。

請願と陳情の違い…�請願は１人以上の紹介議員の署名が必要ですが、陳情は不要です。
提出の締め切り…�提出はいつでも可能ですが、定例会初日の前日までに提出された場合はその

定例会で審査、期限を過ぎての提出の場合は次回定例会での審査となります。

◇請願・陳情の取り扱い方法の一部が変わりました
　本年４月22日及び５月24日に開催された議会運営委員会で協議の結果、取り扱い方法が以下
のとおり変更になりました。
①�議会運営委員会で陳情の付託先を協議する際、陳情の願意が本市の事務に属さないものとの
結論に至った場合は、委員会への付託は行わず、全議員に陳情の写しを配付します。（請願
は今までどおりです）
②�意見書提出（決議）を求める請願・陳情が、委員会において全会一致または多数により結論
が出た場合は、本会議で委員長報告を行い、請願・陳情に対する採決を行います。（意見書
提出（決議）を求める請願・陳情の委員会採決時、全会一致のときのみ委員会として、意見
書（決議）を提出するという、今までの取り扱いが変更になりました）

可決した意見書
議会は、地方自治法第99条の規定に基づき、地
方公共団体の公益に関することについて、意見
書を国会または関係行政庁に提出することがで
きます。今定例会では次の意見書を可決し、鎌
倉市議会として関係機関に送付しました。

●問い合わせ先　鎌倉市議会事務局　議事調査担当　電話：0467-23-3000　内線2448　ＦＡＸ：0467-23-5825


